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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年7月24日(2014.7.24)

【公表番号】特表2013-529688(P2013-529688A)
【公表日】平成25年7月22日(2013.7.22)
【年通号数】公開・登録公報2013-039
【出願番号】特願2013-513705(P2013-513705)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  67/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/01     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  67/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/01    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   5/00    ＣＦＤ　

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月9日(2014.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レーザーに対して透過性の、あらゆる種類の成形体を製造するための、本質的な成分と
して
Ａ）ポリエステル、
Ｂ）ポリエステルＡ）１ｋｇ当たり、一般式（Ｉ）

【化１】

〔式中、
それぞれ各位置とは無関係に、
－Ａ1－は、－ＮＲ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＨ＝Ａ4－を表わし、但し、Ｒは、Ｈまたは
Ｃ1～6アルキルであり、Ａ4は、ＮまたはＣＨであるものとし、
Ａ2は、ＣＯＯＸまたはＯＸを表わし、但し、Ｘは、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｍｇ/
２、Ｃａ/２、Ｓｒ/２、Ｂａ/２、Ａｌ/３であるものとし、
Ａ3は、Ｃ1～6アルキル、Ｃ6～12アリール、Ｃ7～13アルカリール、Ｃ7～13アラルキル、
Ｏ－Ｃ1～6アルキル、Ｏ－Ｃ6～12アリール、Ｏ－Ｃ7～13アルカリール、Ｏ－Ｃ7～13ア
ラルキル、ＣＯＯＸ’、ＯＸ’、ＳＸ’、ＳＯ3Ｘ’を表わし、但し、Ｘ’は、Ｈまたは
Ｘ、Ｓ－Ｃ1～6アルキル、Ｓ－Ｃ6～12アリール、ＮＲ2、ハロゲン、ＮＯ2であるものと
し、
ｎは、１～４の整数であり、
ｍは、０～４－ｎの整数であり、この場合Ａ3がＮＯ2である場合には、ｍは１であり、
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その際、ｍｍｏｌの数は、下記の基が一般式（Ｉ）の化合物中に存在する限り、単数また
は複数の基ＣＯＯＸおよびＯＸおよびＳＸ’に対するものであり、但し、Ｘ’はＸである
ものとする〕で示される少なくとも１つの化合物２０～２００ｍｍｏｌ、ならびに、さら
に
Ｃ）成分Ａ）の質量に対して他の添加剤０～２３０質量％
を含有する熱可塑性成形材料の使用方法。
【請求項２】
　成形材料は、ポリエステルＡ）１ｋｇ当たり成分Ｂ）を２５～１４０ｍｍｏｌ含有する
、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　成形体は、少なくとも３３％のレーザー透過率（厚さ２ｍｍの成形体について１０６４
ｎｍで測定した）を有する、請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　一般式（Ｉ）の化合物において、ｎは、１または２の値を有し、およびｍは、０または
１または２の値を有する、請求項１から３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　ｎは、１の値を有し、およびｍは、０または１の値を有する、請求項４記載の方法。
【請求項６】
　Ｘは、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、ＲｂまたはＣｓを表わす、請求項１から５までのいずれか１項
に記載の方法。
【請求項７】
　Ｘは、Ｌｉ、ＮａまたはＫを表わす、請求項６記載の方法。
【請求項８】
　Ａ3は、Ｃ1～6アルキル、ＯＸ、ＳＯ3Ｘ、ハロゲンまたはＮＯ2を表わす、請求項１か
ら７までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　レーザー浸透溶接法を用いて成形体を製造するための、請求項１から８までのいずれか
１項に記載のレーザーに対して透過性の成形体の使用方法。
【請求項１０】
　レーザー浸透溶接によって成形体を製造するための、請求項１から８までのいずれか１
項に記載の方法。
【請求項１１】
　レーザーに対して透過性の成形体をレーザーに対して吸収性の成形体と、レーザー浸透
溶接によって接合する、請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　溶接された成形品の製造法において、請求項１から８までのいずれか１項に記載の方法
によりレーザーに対して透過性の成形体をレーザーに対して吸収性の成形体と、レーザー
浸透溶接によって接合することを特徴とする、溶接された成形品の製造法。
【請求項１３】
　電気産業、電子産業、テレコミュニケーション技術、情報技術、コンピューター技術、
家庭用品産業、スポーツ産業、医療技術、自動車産業または娯楽産業の分野における用途
に適している、請求項１２記載の方法により得られた、溶接された成形品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、レーザーに対して透過性の、あらゆる種類の成形体を製造するための、本質
的な成分として
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Ａ）ポリエステル、
Ｂ）ポリエステルＡ）１ｋｇ当たり、一般式（Ｉ）
【化１】

〔式中、
それぞれ各位置とは無関係に、
－Ａ1－は、－ＮＲ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＨ＝Ａ4－を表わし、但し、Ｒは、Ｈまたは
Ｃ1～6アルキルであり、Ａ4は、ＮまたはＣＨであるものとし、
Ａ2は、ＣＯＯＸまたはＯＸを表わし、但し、Ｘは、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｍｇ/
２、Ｃａ/２、Ｓｒ/２、Ｂａ/２、Ａｌ/３であるものとし、
Ａ3は、Ｃ1～6アルキル、Ｃ6～12アリール、Ｃ7～13アルカリール、Ｃ7～13アラルキル、
Ｏ－Ｃ1～6アルキル、Ｏ－Ｃ6～12アリール、Ｏ－Ｃ7～13アルカリール、Ｏ－Ｃ7～13ア
ラルキル、ＣＯＯＸ’、ＯＸ’、ＳＸ’、ＳＯ3Ｘ’を表わし、但し、Ｘ’は、Ｈまたは
Ｘ、Ｓ－Ｃ1～6アルキル、Ｓ－Ｃ6～12アリール、ＮＲ2、ハロゲン、ＮＯ2であるものと
し、
ｎは、１～４の整数であり、
ｍは、０～４－ｎの整数であり、この場合Ａ3がＮＯ2である場合には、ｍは１であり、
その際、ｍｍｏｌの数は、下記の基が一般式（Ｉ）の化合物中に存在する限り、単数また
は複数の基ＣＯＯＸおよびＯＸおよびＳＸ’に対するものであり、但し、Ｘ’はＸである
ものとする〕で示される少なくとも１つの化合物２０～２００ｍｍｏｌ、ならびに、さら
に
Ｃ）成分Ａ）の質量に対して他の添加剤０～２３０質量％
を含有する熱可塑性成形材料の使用方法に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　更に、本発明は、レーザー浸透溶接法（レーザー透過溶接法）により成形体を製造する
ための、レーザーに対して透過性の成形体の使用、この種の成形体の製造法ならびに様々
な使用範囲での前記成形体の使用方法に関する。
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